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●報道によれば、成田空港に乗り入れる航空機内での窃盗事件が増加しており、前年に比べ

て約２倍の被害となっているとのことです。 

●先般、ジャカルタ・スカルノハッタ国際空港においても、搭乗ゲート前の待合エリアで窃盗事

件が発生しました。 

●航空機内や搭乗ゲートであっても盗難等の犯罪が発生する可能性があります。特に本邦へ

の航空便など、長距離の国際線に搭乗の際には、貴重品の管理に十分注意してください。 

 

１ 報道によれば、成田空港に乗り入れる航空機内での窃盗事件が増加しており、前年に比べ

て約２倍の被害となっているとのことです。座席上の棚に収納したかばん内から財布などの貴

重品を抜き取られるケースが９割以上となっているようです。 

 

２ 先般、ジャカルタ・スカルノハッタ国際空港においても、成田行き航空便の搭乗ゲート前エリ

アで待機中の旅客が、同便に搭乗予定の別の旅客によってハンドバッグを盗まれる事件があ

りました。 

 

３ 現時点ではングラライ空港等で類似の事件が発生したとの報告はありませんが、航空機内

や搭乗ゲートであっても盗難等の犯罪が発生する可能性があります。特に本邦への航空便な

ど、長距離の国際線に搭乗の際には、貴重品の管理に十分注意してください。機内において就

寝する際や洗面所に立つ際には、貴重品は肌身離さず持ち、座席上の棚や座席前のテーブル、

ポケットには置かないようにしてください。 

 (了) 


